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沿岸域総合管理の総括（とりまとめ）について 
 
１． （仮称）海を活かしたまちづくり読本のコンセプト 

今までのアウトプット1を補完し、より実践に活かせる資料の作成を目指す。読者の

対象は、広く一般市民から漁業者、産業・企業、行政など沿岸域総合管理を実践する

ステークホルダーとする。 
内容は、沿岸域総合管理について理解し、取り組もうと意欲を掻き立てる「読み物」、

実際に沿岸域総合管理に取り組んでみようとする人々が具体に行動を起こすための

「ガイドブック」、さらには、問題の解決に役立つ今までの経験が詰まっている「虎の

巻」を目指すものとする。 
 

 
（仮称）海を活かしたまちづくり読本の狙いのイメージ図 

                                                  
1 事業報告書（2010 年~） 
沿岸域総合管理入門（2016 年） 
沿岸域総合管理の推進に関する政策提言（2015 年） 
パンフレット（適宜） 
ICM ブログ（2010 年~） 
映像記録（2011 年~） 

2011：ICM とは何か、進行する ICM への取組み、沿岸域に生きる 
2012：沿岸域総合管理 ICM の広がり 2012、岩手復興と沿岸域総合管理 
2013：各モデルサイトの取り組み、市民によるまちづくりの展開 
2014：地方自治の再生に向けて、各モデルサイトの取り組み、英語版 
2015：「海を活かしたまちづくり」2015 沿岸域総合管理の取り組み、英語版 
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２． （仮称）海を活かしたまちづくり読本のコンテンツ例 
（１） 読み物として 

事例を用いて、沿岸域総合管理の方向性や効果、使われ方などを理解いただける

ように提示する。例えば、 
・ 水質汚染への対応から始まった英虞湾の研究プロジェクト、その中で模索され

てきた干潟再生。市長の英断により「新しい里海のまち志摩！」をスローガン

に始まった志摩市の沿岸域総合管理。沿岸域総合管理計画の策定、協議会の設

置により、3 つの事業が推進されてきた。今、次なる展開を目指して市と、市

民が柔軟に連携する方策を模索し、観光と商工が連携した海の町おこしが計画

されている。 
・ 海の環境の異変に気が付いた漁業者が、研究者に相談し、アマモ場再生に向け

た取り組みを進めていく中で、漁業者の協議会、生活協同組合などとの連携、

学校教育への支援と生徒の体験活動への広がりを見せた 30 年の歴史。今、備

前市として「里海・里山ブランドの創生」を目指す協議会の設置により、ICM
を用いて、地域の生業や人のつながりを育てる取組みが始まっている。 

・ 鯖街道の海の拠点である小浜市。高校生が湾の水の悪化に気づき、アマモ場再

生に取り組み始めた。それを支援する市民グループ、有識者、行政が連携して

機動力のある協議会を立ち上げた。その中には、「未来会議」も設置され、次

世代を担う若者が主役となる活動が展開されている。 
（２） ガイドブックとして 

・ 海陸を一体とした状況把握：対象領域の設定方法、調査方法（海の健康診断、

森川海の総合診断など）、専門家の関与 
・ 地域の関係者による合意形成： 研究会の開催、ワークショップの実施、イベ

ント開催のための準備会合、シンポジウムなどによる啓発、協議会の体制構築

と運営 
・ 関連計画との整合に配慮した沿岸域総合管理計画の策定：関連計画、沿岸域総

合管理計画の骨子、ビジョン設定、行動計画、成果の評価 
・ 順応的管理による事業実施：事業実施体制の構築、事業実施計画の策定、事業

実施（進捗管理） 
・ 沿岸域総合管理計画の評価と見直し：目標の評価、実施事業の評価、提言の作

成、計画改訂 
（３） 虎の巻として 

・ 日本の事例、世界の事例 
・ 沿岸環境の再生技術（生物生息場、環境改善、、、） 
・ 沿岸域の管理法制（海岸法、港湾法、水産基本法、漁業法、、、） 
・ 国際枠組み（UNCED、CBD、UNFCCC、SDGs、、、） 
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２０１６年度 第１回 沿岸域総合管理モデルの展開 
に関する調査研究委員会 議事次第 

 
日時： ２０１６年７月２８日（木） 

 １４：００～１６：００ 
場所： 東京都港区虎ノ門１－１５－１６ 

笹川平和財団ビル６階６０１会議室 
１． 開会 

 
２． 報告 

２０１５年度事業実施報告（参考２~５） 
 

３． 議事 
（１） ２０１６年度事業実施計画（案）について（資料２） 
（２）入門的研修等の実施（資料３） 
（３）ネットワーク会議の開催（資料４） 
（４）大学及び大学院における人材育成支援（資料５） 
（５）情報発信、情報共有の実施について（資料６） 
（６）沿岸域総合管理のとりまとめと今後の方向性について（資料７） 
（７）その他 

  
４． 閉会 

  
 
 

資 料 
資料１ 沿岸域総合管理モデルの実施に関する調査研究委員会委員名簿  
資料２ ２０１６年度の実施計画（案） 
資料３ 沿岸域総合管理入門的研修（案） 
資料４ 沿岸域総合管理ネットワーク会議（案） 
資料５ 大学及び大学院における人材育成支援（案） 
資料６ 情報発信、情報共有の実施計画（案） 
資料７ 沿岸域総合管理のとりまとめと今後の方向性について（案） 
 
参考１ 「2015 年度沿岸域総合管理モデルの実施に関する調査研究報告書」 
参考２ 「2015 年度海洋・沿岸域総合管理を担う人材育成に関する調査研究報告書」 
参考３ 「沿岸域総合管理入門」 
参考４  DVD: 地方創生「海を活かしたまちづくり」2015 沿岸域総合管理の取組み 
参考５  沿岸域総合管理の推進に関する政策提言 
参考６  アウトリーチ関連資料(新聞報道記事等) 
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2016 年度 第 3 回沿岸域総合管理モデルの展開 
に関する調査研究委員会 議事次第 

 
日時： 2017 年 3 月 3 日（金） 

 10：00～12：00 
場所： 東京都港区虎ノ門 1－15－16 

笹川平和財団ビル 5 階 会議室 
１．開会 
 
２．議事 

（1）沿岸域総合管理モデルの展開に関する調査研究 
  (1-1) 第１回委員会の議事録（案）の確認について（資料２） 
  (1-2)情報発信について （資料３） 
  (1-3)シンポジウムや学会等への参加について （資料４） 
（2）モデルサイトにおける実施支援について 
  (2-1)協議会及び研究会等への参加について（資料５、参考２） 
  (2-2)入門研修及び勉強会等の実施について（資料６） 
  (2-3)ネットワーク会議(第 2 回委員会を兼ねる)の開催報告について（資料７） 
（3）大学及び大学院における人材育成支援について（資料８） 
（4）2016 年度報告書(案)について（資料９） 
（5）その他（参考 3、参考 4 他） 

 
３．閉会 
 
 
 
資 料 

資料１  沿岸域総合管理モデルの実施に関する調査研究委員会委員名簿 
資料２ 第 1 回委員会議事録（案） 
資料３  情報発信について 
資料４ シンポジウム・学会等の参加・発信について 
資料５  各サイトの進捗報告（資料 5-1～5-10） 
資料６  沿岸域総合管理入門研修・勉強会等の実施概要 
資料７  沿岸域総合管理ネットワーク会議実施概要 
資料８  大学・大学院における人材育成支援 
資料９  2016 年度報告書（案） 
 
参考１ 2016 年度の実施計画 
参考２ モデルサイト動向（宮古市：オーシャンユーズレター398 号） 
参考３ 沿岸域総合管理の総括（とりまとめ）について 
参考４ 参与会議 総合的な沿岸域の環境管理の在り方 PT 報告書 概要 
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第３期大村湾環境保全・活性化行動計画 

 
 

― みらいにつなぐ“宝の海”大村湾 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年３月 
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【第３期大村湾環境保全・活性化行動計画 目次】 
 

 

前 文 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

第１章 第２期大村湾環境保全・活性化行動計画の評価 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

  １ 第２期行動計画の概要 …………………………………………………  １ 

  ２ 第２期行動計画の実績 …………………………………………………  ２ 

  ３ 第２期行動計画の目標達成状況 ………………………………………  ３ 

 

第２章 大村湾の現状と課題 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

  １ 水質 ………………………………………………………………………  ５ 

  ２ 貧酸素水塊 ………………………………………………………………  ７ 

  ３ 生態系の状況 ……………………………………………………………  ８ 

 

第３章 第３期大村湾環境保全・活性化行動計画の基本的事項 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

  １ 第３期行動計画の目標 …………………………………………………  ９ 

  ２ 第３期行動計画の水質目標 …………………………………………… １０ 

  ３ 第３期行動計画の方向性 ……………………………………………… １０ 

  ４ 第３期行動計画の重点施策 …………………………………………… １１ 

  ５ 第３期行動計画の体系と施策体系 …………………………………… １３ 

  ６ 第３期行動計画の指標 ………………………………………………… １５ 

  ７ 第３期行動計画の期間 ………………………………………………… １５ 

 

第４章 施策の展開 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

  １ 山から海まで一体となった里海づくり 

   （１）生活排水等の流入負荷抑制 ……………………………………… １６ 

   （２）面源からの流入負荷抑制 ………………………………………… １７ 

   （３）貧酸素水塊、底質悪化等への対策 ……………………………… １８ 
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  ２ 生物多様性の保全による里海づくり  

   （１）生態系の調査 ……………………………………………………… １９ 

   （２）希少動植物等の保護 ……………………………………………… ２０ 

   （３）生物の生息場整備 ………………………………………………… ２１ 

 

  ３ 賑わいのある里海づくり  

   （１）水産業の振興 ……………………………………………………… ２２ 

   （２）農林業の振興 ……………………………………………………… ２３ 

   （３）観光業・スポーツの振興 ………………………………………… ２４ 

   （４）大村湾産品等の消費拡大 ………………………………………… ２５ 

 

  ４ みんなで取り組む里海づくり 

   （１）環境への配慮 ……………………………………………………… ２６ 

   （２）自然とふれあう機会の創生 ……………………………………… ２７ 

   （３）地域連携等の取り組み …………………………………………… ２８ 

   （４）流域自治体との連携 ……………………………………………… ２９ 

 

  第３期大村湾環境保全・活性化行動計画 指標一覧 …………………… ３０ 

 

第５章 第３期大村湾環境保全・活性化行動計画の進捗管理 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
                            ……………… ３１ 

 

付属資料 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   資料１ 大村湾の概況 …………………………………………………… ３２ 

   資料２ 第２期行動計画に係る主な成果 ……………………………… ４１ 

   資料３ 用語の解説(注 1～注 55)………………………………………… ４５ 
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竹富町海洋基本計画 

～日本最南端の町（ぱいぬ島々）

から海洋の邦日本へ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3 月 

竹 富 町 
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はじめに 

第１編 序編 

第１章．竹富町海洋基本計画の理念 

 第１節 竹富町海洋基本計画の理念………………………………………… １ 

 第２節 竹富町の現状（国家的役割と課題）……………………………… ３ 

 第３節 竹富町の目標と将来像……………………………………………… ７ 

 

第２章．海洋基本計画の背景 

 第１節 竹富町総合計画……………………………………………………… ８ 

 第２節 海洋基本法と海洋基本計画（国）…………………………………１１ 

 第３節 沖縄振興特別措置法と沖縄 21世紀ビジョン ……………………１３ 

 

第２編 竹富町海洋基本計画 

第１章．施策体系 

第１節 施策項目と目標………………………………………………………１６ 

第２節 施策体系………………………………………………………………１８ 

第３節 実施スケジュール……………………………………………………２０ 

 

第２章．施策内容 

第１節 先導やること項目……………………………………………………２１ 

第２節 継続やること項目……………………………………………………３２ 

 

第３編 関連資料 

 １．竹富町海洋基本計画策定委員会…………………………………………４６ 

２．計画策定の経緯……………………………………………………………４８ 

３．用語の説明…………………………………………………………………４９ 

４．竹富町が関与する排他的経済水域の推定………………………………５５ 

５．竹富町の関与する海域範囲等……………………………………………５７ 

６．竹富町海洋フォーラム２０１０…………………………………………６０ 

７．海洋基本法（原文）………………………………………………………６５ 

８．海洋基本計画（国、原文）………………………………………………７３ 
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“竹富町海洋基本計画”の理念 
～ふるさとの美ら海と新たな海洋立国への貢献～ 

1.島々と一体的な“海洋環境の適切な管理”を行い我が国の貴重

な財産である“自然と文化”を守ります。 

2.“島嶼型海洋自治体”の課題にとりくみ、“安全で安心な生活”

を築きます。 

3.“安全で安心な生活”を築くことで、“国境離島”としての役

割を果たします。 

4.“全国の海洋自治体のモデル”となる活動を行います。 

5.“八重山広域圏の一員”として、石垣市と与那国町と強い絆を

もって活動します。 

 

第 1 章 

竹富町海洋基本計画の理念 
 

第 1 節 竹富町海洋基本計画の理念                                  

 竹富町は、日本国内および沖縄県内でも特有な自然と文化を持つ世界に誇れる“日

本最南端の大自然と文化の町”です。 

 また、竹富町は、東西 42km、南北 40kmの海域に 16の島々と 9つの有人島で構成さ

れる“日本最南端の島嶼型海洋自治体”で、島々の自然と文化も多様性に富んでいま

す。このような竹富町では、“海洋環境の適切な管理”が“持続可能な地域社会”を

形成して行く上で必須のテーマです。 

 さらに竹富町は、排他的経済水域の基線となる有人島の波照間島、無人島の仲御神

島がある“国境離島自治体”でもあります。 

 これら海洋と一体化した島々で生活を営むことそのものが、美ら海および美しいぱ

いぬ島々を守り、海洋立国に貢献するものです。 

 竹富町と町民は、ふるさとの美ら海と美しいぱいぬ島々を未来に残し、また海洋立

国に貢献するために、我が国自治体初の“竹富町海洋基本計画”を“自ら創り”、“自

ら活動”することとしました。 
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連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

行政 

東京湾再生推進会議 
 
 
 
 

 
 
 

東京湾再生官民連携時フォーラム体制 志摩市里海創生推進協議会体制 

■メンバー 
行政（国・自治体） 

・目標の設定 
・行動計画の策定（とりまとめ） 
・全体の進捗について確認・検証 
・先進的な取組の検討 

提言 

レジャー 

研究者 

水産 

企業 ＮＰＯ 

東京湾再生官民連携フォーラム 里海創生推進協議会 

プロジェクトチーム（ＰＴ） 

東京湾環境モニタリング推進ＰＴ 

江戸前ブランド育成ＰＴ 

生き物生息場つくりＰＴ 

東京湾の窓ＰＴ 

東京湾大感謝祭ＰＴ 

東京湾再生のための行動計画の指標の活用ＰＴ 

東京湾での海水浴復活の方策検討ＰＴ 

東京湾パブリック・アクセスＰＴ 

東京湾浅瀬再生実験ＰＴ 

支援・報告・相談等 

・純粋な社会貢献 
・ビジネスの創出 

ワーキンググループ（ＷＧ） 

提案・支援・報告・相談等 

 
 

国・県・市 
 
 
 

要望・提言 

・まちづくりの目標（里海基本計画）と課題解決
の方向性（協議会が承認した方向性）を共有し、
自らが取り組む人の集まり。 

太陽光発電への対応ＷＧ 

まちづくりのモデル化ＷＧ 

海辺の環境（干潟・藻場再生）づくりＷＧ 

「何が問題なのか？」 
「どう解決するのか?」 

を検討する。 
（まちづくりの舵取り役） 

行政 

農協 

漁協 

市民団体 

観光協会 商工会 

自治会 

有識者等 

地域資源のテキスト作業ＷＧ 

里海学舎構想ＷＧ 

（例） 
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里海入門講座 

 会場 ：鵜方公民館 小会議室１（旧図書室） 
募集人数：10人程度 
申込方法：①名前 ②年齢 ③性別 ④住所 ⑤連絡先を 
      下記までお知らせください。 
      ※いただいた個人情報は本事業の実施にのみ使用します。 

受講期間：平成２８年８月～１２月 
     （全５回） 
 

開講日時：第２火曜日（月１回） 
     １９時から２０時 

「
里
海
っ
て
な
に
？
」
か
ら
「
里

海
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」
と
な
る
よ

う
、
み
ん
な
で
「
里
海
づ
く
り
」
に

つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。 

志
摩
を
好
き
に
な
る
！ 

【申込・問合先】 

志摩市教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課 
TEL 44-0339 
FAX 44-5263 

■ky-sgakuspo@city.shima.lg.jp 
■閉庁日：土・日・祝日 
■受付時間：8時30分～17時15分 

受講 
無料 

平成28年度 志摩市生涯学習特別講座 

ライフスタイルのヒント
見つけませんか・・？？ 

ライフスタイ
ルのヒントを
見つけませ
んか？？ 

も
っ
と 
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※詳しくは志摩市教育委員会事務局　生涯学習スポーツ課まで
　お問い合わせください。

志摩のファンを増やそう！

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
5
回

志摩を知ろう！

日常生活から考える
志摩

志摩の魅力再発見！
その①

つなげよう！
志摩！！

第
4
回

11/8(火)
世界に誇る観光地

志摩の魅力

学校での取り組みについて

講座名

志摩ってどんなところ？

ごみ減量・リサイクルの
促進について

下水道物語

豊かな里海を支える「生物
多様性」ってなんだろう？

里海推進室

8/9(火)

9/13(火)

10/11(火)

12/13(火)

ごみ対策課

下水道課

環境課

里海推進室

志摩の魅力再発見！
その②

水産課

農林課

観光商工課

学校教育課

志摩市の漁業の実態と
その資源管理

志摩の農産物の魅力について

各講座紹介

開講日 テーマ 担当課
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全国アマモサミット2017in伊勢志摩 キックオフイベント 

「豊かな海の再生に向けて ～みんなでやろや！～」 

企画書 

 
主催：志摩市 
目的：①市民に「全国アマモサミット 2017in伊勢志摩」の開催を告知すること。 

②アマモサミットだけでなく、干潟やアマモ場の再生など海の環境再生に向けた取組み

に参加する市民を増やすこと。 
日時：平成 29年 3月 20日（月・祝）午後 1時～4時 45分  
場所：阿児アリーナ・ベイホール 
 
プログラム 

13:00 開 会  

13:05 
13:10 

挨 拶 全国アマモサミット 2017in伊勢志摩大会長／志摩市長 竹内千尋 

13:10 
14:30 

基調講演 NPO法人海辺つくり研究会理事 木村 尚さん 
テーマ：「もっとにぎやかな伊勢志摩にしようよ！」 
～地域をつなぐ里海づくり～アマモ場再生がつなぐ海と人、人と人 
 

※ アマモサミットの開催を主導してきたNPO法人「海辺つくり研

究会」の事務局長であり、人気テレビ番組「ザ！鉄腕！ＤＡＳ

Ｈ！！」で干潟やアマモの再生活動、生き物観察の指導をしてい

る木村さんに、海の素晴らしさや実際に海と触れ合うことの楽し

さを参加者に伝えてもらう。 

 

14:30 
14:50 

発表１ 三重県水産研究所鈴鹿水産研究室主査研究員 国分秀樹さん 

テーマ：「アマモってすごい！」（仮称） 

 

※干潟やアマモ場の再生に関する研究者として、アマモがどういう

植物なのか、海の中でどんな役割を果たしているのかをわかりや

すく説明してもらう。 

 

 
 

休憩 
 
 

 

0223記者会見用 
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15:00 
16:30 

パネル 
ディスカ

ッション 

コーディネーター：アマモサミット 2017in伊勢志摩実行委員長 
 西尾 新さん 

パネリスト： 
  ※海の素晴らしさを伝える達人 

NPO法人海辺つくり研究会理事 木村 尚さん 
  ※アマモと人との関わり、海の博物館での取組み紹介 
   海の博物館学芸員 平賀大蔵さん 
  ※的矢湾の現状とこれまでのアマモ再生の取り組み紹介 
   鳥羽磯部漁業協同組合の漁業者 （調整中）  
  ※アマモ再生に関する技術的なアドバイス 
   三重県水産研究所鈴鹿水産研究室主査研究員 国分秀樹さん 
 

※市内の海の現状を参加者が再認識し、アマモ再生を始めとする自

然環境の保全活動に「みんなで取り組もう」という流れを作り出

すことを目的とします。 

 

16:30 事務連絡 海の環境保全に関するイベント等に関する情報配信登録に関する告

知（里海推進室） 
 

※今後干潟や藻場の再生活動に関する情報を直接関心のある市民に

伝えるため、情報配信先の登録について説明します。 

 
16:45 閉 会 アマモサミット 2017in伊勢志摩実行委員長 西尾 新 

 
その他 
パネル展示：干潟やアマモ再生に関する取組み紹介パネルなど 

        ・伊勢湾や鳥羽市、岡山県備前市、福井県小浜市などの取組み紹介 
        ・これまでのアマモサミットの紹介 
託児所の設置を検討中 
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みんなで海を活かしたまちづくりを考えよう 2016 

～研究者と市民の目線で～ 

 

 

日程  7 月 18 日（月曜日）＜全 1 回＞  

 

時間  13 時 00 分～17 時 00 分  

 

場所  福井県若狭図書学習センター 講堂 
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みんなで海を活かしたまちづくりを考えよう 2016 

－研究者と市民の目線で－ 

  

小浜に立地する海洋生物資源学部の研究成果と地域住民による環境保全活動や町おこし運動を有

機的につなげ、今後海を活かしてどのようにまちづくりができるかを研究者と市民の目線で議論

していきたいと思います。 

 
日時  2016 年 7 月 18 日（月） 13：00～16：40 
場所  若狭図書学習センター 多目的ホール 
 
13:00  開会挨拶と趣旨説明            富永 修（海洋生物資源学部） 

13:10  小浜を代表する特産物 小鯛ささ漬けと若狭かれいおよびへしこを応援する研究紹介                  

松川雅仁（海洋生物資源学部） 

13:30  産学官が一体となった養殖業への挑戦   宮台俊明（海洋生物資源学部） 

13:50  森の恵みと海の恵みを活かして米と魚をつくる  

富永 修（海洋生物資源学部） 

 

14:10～14:25  休憩 

 

14:25  高大連携からみる福井県立大学の貢献   小坂康之（若狭高校） 

14:45  小浜湾の環境を考える。アマモマーメイドプロジェクト、その後 

西野ひかる（一般社団法人うみから） 

15:05  小浜市「鯖、復活」プロジェクト～住民・大学・行政が寄れば文殊の知恵～                  

御子柴北斗（小浜市役所） 

 

15:25～15:40  休憩 

 

15:40  パネルディスカッション 

16:30  閉会の挨拶                宮台俊明（海洋生物資源学部） 
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＝資源を活かしたまちづくり＝ 

第 2 次 備前市総合計画 施策 7-2 「沿岸域総合管理」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 備前市里海・里山ブランド推進協議会 with ICM（仮称） 

■ 里海・里山推進計画の策定 

■ 里海・里山ブランドの創生と発信 

■ エコツーリズム 

■ 教育全般（次世代教育／生涯学習／体験学習･･･） 

■ 協働推進  など 

＝＝目標とプロセスの効果＝＝ 

つながる備前（地域、ひと、自然、資源など）・・・『協働』 

環境に配慮し自然を活かす・・・『共生・共存』 

次世代を担う子どもたちへの環境教育・・・『学習』 

持続可能なまちづくり・・・『安心』 

確固たるブランド創生による経済の活性・・・『経営』 

【決定・実行機関】 

・庁議（備前市） 

・備前市議会 

・各種理事会 

・各種総会 

      など
提案 

■専門委員会 

【商工会議所、商工会、観光協会、備前焼陶友会、八塔寺ふるさと村、 

水産業、農業、林業、大学、有識者、笹川平和財団海洋政策研究所、 

NPO法人、教育関係者、地域おこし協力隊、行政（県・市）など】 

●テーマ 

◆経済 

〇里海・里山ブランドの発掘及び調査 

〇里海・里山ブランド産品の認定と発信 

〇自然を活かした産業や観光の資源調査 

◆自然・環境 

〇アマモ再生を軸とする里海活動の展開 

〇バイオマスの活用研究 

◆教育 

〇山、海を活かした総合学習による自然教育の促進 

〇体験学習（産業/観光）、環境学習（生涯学習）、総合学習（教育学習）

検証 

報告 

調査 

依頼 

PDCA サイクルにて段階的、継続的に実施 

連携･協力 
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協議会委員は備前市長が委嘱
【構成】
行政及び市内関係団体等

【アドバイザー】
笹川平和財団海洋政策研究所・NPO法人里海づくり研究会議・国・県　等

協議会委員推薦の実務者による協議
【構成】
行政・市内関係団体・まちづくりに関わるあらゆる団体、企業　等

【アドバイザー】
笹川平和財団海洋政策研究所・NPO法人里海づくり研究会議・国・県　等

【応援団】
ふるさと納税企業各社
認定NPO法人共存の森ネットワーク
公益財団法人おかやま環境ネットワーク
生活協同組合おかやまコープ
包括連携協定機関
各種大学･研究機関
備前市地域おこし協力隊
各種NPO法人　等

・・・

【研究テーマ】
■産業経済部会
〇里海・里山ブランドの発掘及び調査
〇里海・里山ブランドの認定と発信
〇自然を活かした産業や観光の資源調査（エコツーリズム、産業観光等）
■自然環境部会
〇アマモ再生を軸とする里海活動の展開
〇ブルーカーボンやバイオマスの活用研究
■文化教育部会
〇山、海を活かした総合学習による自然教育の促進
〇環境学習（生涯学習）、総合学習（教育学習）による地域連携
など

備前市里海・里山ブランド推進協議会　組織イメージ　

備前市里海・里山ブランド推進協議会

幹事会委員推薦 各種策定案
調査・依頼 検証・報告

専門委員会委員と、応援団、関係者によるコア研究及び実働部隊

【稼ぐ、成り立つ、持続可能性】

【守る、引き継ぐ、協働】

【学ぶ、楽しむ、育む】

備前市里海・里山ブランド推進協議会　専門委員会

コア研究 実施報告
実務調査 検証報告

専門部会 専門部会 専門部会
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““““全国全国全国全国アマモサミットアマモサミットアマモサミットアマモサミット 2016 in2016 in2016 in2016 in 備前備前備前備前””””大会宣言大会宣言大会宣言大会宣言    

 

私達は、日生の漁師たちによる 30 年以上にも及ぶアマモ場再生活動を振り返り、あき

らめることなく続けることの大切さを知ることができました。そして地道な努力の継続に

よって得られた成果こそが大きな感動を生み、地域を越えて、世代をつないで活動の輪を

広げることを学び、これから歩むべき道を考えることができました。 

 

私達は、全国津々浦々の如何に多くの場所で、海を守るために、どれだけ多くの人たち

が様々な活動に取り組んでいるかを知ることができました。そして、色々な立場や職業の

人たち、小学生・中学生から高校生、大人に至るまで、あらゆる世代の人達が、海を大切

に思い、団結し努力していることを知ることができました。 

 

私達は、海が健全であり続けるためには、森・里・川・海のそれぞれにおいて、人が生

きていくための営みを保ちながら、人々が暮らしを通じて適切に関わり、水を介した森里

川海の繋がりを維持することが大切であり、そして、これを守るためには、里海と里山と

まちが人とものの流れで結ばれることが大切であることを学びました。 

 

私達は、地球生態系のなかで生かされ、地球生態系は大きな物質循環の中で維持されて

います。水を介した森里川海の流れの終結点は海ですが、漁業という営みを通じて人が関

わることで海から陸への回帰循環が生み出されます。 

人は、自然の営みに頼らなければ生きていくことはできません。そして、自然を守り育

むことこそ、人が生きていくための道筋です。 

 

私達は、“全国アマモサミット 2016 in 備前”を契機として、 

一． 私達の未来そのものである若者を育て応援します。 

一． 備前の歴史をつむぐ五感に訴える食の文化を継承し、訪れる人をもてなしま

す。 

一． 「よーまー」なおばさん、互いに家族のような関係で「オセ」になる日生の

懐の深い人の繋がりを礎に・・・。 

そして、全国のまち・学術・ＮＰＯのネットワークをさらに広げ、里海・里山・まちが繋

がる「備前発！里海・里山ブランド」を必ずや確立して発展させ、自然と人が共存するた

めの有るべき姿を実現し、国内外に広く発信し続けることをここに宣言します。 

 

2016 年 6 月 5 日 

全国アマモサミット ２０１６ in 備前 参加者一同 

全国アマモサミット ２０１６ in 備前 実行委員会一同 

岡山県備前市日生の地にて 
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はじまりのはじまり

筆者がつぼ網漁師の本田和士氏に初めて会ったのは、1981年盛夏、岡山県の水産技師と

して水産業改良普及員をしていた頃のことであった。

国を挙げて栽培漁業が華やかなりし頃…その日は日
ひ な せ

生町漁協の職員や組合員総出で、囲い

網で中間育成していたクルマエビ種苗の放流作業であった。備前市日生は、岡山県東端に位置

する古くから漁業の盛んな地域である。当時27歳だった筆者は、長さ300mの囲い網を引き上

げるため、潜って“いわ”（沈子チェーン）をはずしていった。潜水作業を終えて陸に上がると、大

勢の中で皆にてきぱきと指示しながら要領よく作業をこなしていく人がいる。その人こそ、当時つ

ぼ網組の組長を務めていた本田氏（後の組合長）であった。

しばらく立ち話をするうちに、本田氏は座り込んで大きなため息をついてから、海を見ながら熱っ

ぽく語り始めた。「稚魚を放流するだけでは魚は戻らない。日生の海は本来アマモの海、まずこれ

を回復させないと…」という。つぼ網（小型定置網）は、魚の通り道に網を仕掛けて獲る待ち受け

漁法である。つぼ網漁師は、地先沿岸に広く点在する網代での長年の漁の経験を通じて、さまざ

まな魚介類の生活史や成長・季節変化に伴う移動経路を熟知している。そして、日がな一日、破

れた網を浜に広げ繕いながら海と向き合ってきた。本田氏は、稚魚の育つ場所と成長して移動し

ていく過程で棲み場所の環境が整っていないと、いくら稚魚を放流しても駄目だというのである。

日生の海には1950年代まで約590ヘクタールものアマモ場があったが、1985年には約12ヘクター

ルまで激減、その後さらに減少して僅か5ヘクタールになってしまった。岡山県水産試験場としても、

1960年代に入ってからの県下アマモ場の著しい衰退現象に危機感を募らせており、1979年から

アマモの種子採取技術の開発に着手、ついに1985年に実用化させた。この朗報を知った日生の

漁師たちは、水産試験場にすぐさま連絡を取り、協力を要請、つぼ網組漁師19名、青年部の有志

4名とわれわれの総勢26名で、アマモ場再生に取り組み始めたのは同年のことである。

諦めず続けてきたからこそ今がある

2016年6月3〜5日、日生の地において、「全国アマモサミッ

ト2016 in 備前 備前発！ 里海・里山ブランドの創生〜地域

と世代をつなげて〜」※が開催され、筆者が実行委員長を

務めた。6月3日、日生中学校の生徒達と外部からの一般参

加者協働による「流れ藻回収大作戦」と沿岸環境関連学

会連絡協議会ジョイント・シンポジウムからのスタートであった。

シンポジウムのテーマは「我が国沿岸域におけるアマモ場再生への道〜これまでとこれから〜」

である。アマモ研究者が一堂に会し、漁師達とともにこれまでのアマモ場再生の歩みを振り返り、

アマモ場の持つ多面的機能に関する最新の知見を集約してその重要性を再認識するとともに、

アマモ場再生技術の現状と課題を総括することができた。

6月4日には全国アマモサミット2016 in 備前の本大会が開催された。第1部「アマモ場再生

アマモ場再生活動30年の歩み
～“全国アマモサミット2016 in 備前”に思うこと～

田中丈裕●NPO里海づくり研究会議理事・事務局長、全国アマモサミット2016 in備前実行委員長

［KEYWORDS］ つぼ網／里海・里山・まち／人づくり

全国アマモサミット
2016 in 備前のポス
ターとロゴマーク
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活動30年の歩み〜振り返りと将来展望〜」の目玉は、日生

中学校生徒による演劇『海に種まく人々』である。日生にお

ける30年に及ぶアマモ場再生の歩み、打ちのめされなが

らも挫けることなく250ヘクタールまで回復させた経緯、回

復を見届けた後の本田氏の急逝など、人間ドラマを子供た

ちが見事に熱演し、会場は笑いと涙と感動の渦に巻き込ま

れ、いつまでも鳴りやまぬ拍手を呼んだ。これに続くパネルディ

スカッション「海の守人たちの声」では、劇中の主な登場人物である漁師たちが登壇し、日生中学

校を卒業した2人の高校生がインタビュアーになって、彼らの熱い思いを引き出していく趣向である。

積年の苦楽に裏打ちされた本物の漁師たちの声に、会場は一気にひとつになっていった。

第2部「アマモ場再生への道〜里海づくりが目指すもの〜」は、前日のジョイント・シンポジウム

の成果報告に始まり、パネルディスカッション「全国各地の取り組み〜地域をつなぐ里海づくり〜」

では、全国の浜で活躍する7名が登壇し、会場からの質問や意見、提案などが止むことなく大い

に議論が盛り上がった。第3部のパネルディスカッションのテーマ「備前発！ 里海・里山ブランド

の創生〜地域と世代をつなげて」は、本サミットのメインテーマそのものである。笹川平和財団海

洋政策研究所の古川恵太氏をコーディネーターとして、「里海」、「里山」そして「まち」から、漁師、

陶芸作家、消費者、NPOなどさまざまな立場から6名のパネリストが登壇し、冒頭から会場の参

加者を巻き込むスタイルで進行しながら、いよいよ熱を帯びた議論が展開された。

6月5日の「第4回海辺の自然再生・高校生サミット」では、若い世代ならではの新鮮な発想と

エネルギーに溢れる発表が繰り広げられた。3日間にわたる会期中の参加者数は北海道から沖

縄まで全国から2,000名に達した。

　

全国アマモサミットから新たなステップへ

『海が健全であり続けるためには、森・里・川・海のそれぞれにおいて、人が生きていくための

営みを保ちながら、人々が暮らしを通じて適切に関わり、水を介した森里川海の繋がりを維持す

ることが大切である。われわれは、地球生態系のなかで生かされ、地球生態系は大きな物質循

環の中で維持されている。われわれは、これを守っていく

ために、われわれの未来そのものである若者を育て、地域

を越えた人の繋がりを礎にネットワークをさらに広げ、「里海」・

「里山」・「まち」がつながり、自然と人が共存するための有

るべき姿を実現し、国内外に広く発信し続けることを、ここ

に宣言する』。最終日の 6月5日のクロージングイベントにお

いて、子供たちや高校生たちとともに発表した全国アマモ

サミット2016 in備前大会宣言の主旨である。

備前市は、この大会宣言を礎に、沿岸域の総合的管理を基軸として、里海・里山ブランドの創

生と真の意味での循環型地域社会の実現を目指そうと動き出した。

それぞれの地域で人々が生きていくのに最も重要なのは、それぞれの場所、場所で積み重ね

られた経験とそこに生きる人たちの環境への深い理解と情熱である。「里海」や「里山」の資源・

資本とは「人」そのものである。やはり、「里海づくり」は「人づくり」なのである。そのことを海の先

輩たちは教えてくれたのだと、この度のサミットを終えてひしひしと感じている。（了）

アマモ場再生活動30年の歩み
～“全国アマモサミット2016 in 備前”に思うこと～

日生中学校生徒たちによる演劇

高校生たちと“全国アマモサミット2016 in 備前”大会
宣言を発表する筆者（中央）

※ 全国アマモサミット2016 in 備前 http://amamo-summit2016.com/ 

●速報：2016年8月25日付で日生町漁業協同組合が「アマモ場の再生」の功績で、第9回（平成28年）海洋立国推進功労者表彰を受賞。
詳細はこちら http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji01_hh_000374.html
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２．海洋に関する顕著な功績 分野  

  自然環境保全 部門 

団体名称 日生町漁業協同組合 

  

所 属  

功績の概要 アマモ場の再生 

功  績  事  項 
 

１．日生町漁業協同組合は、昭和 60 年から 30 年もの長きにわたり、アマモ場の再生活動

を継続してきた。活動を開始した頃、アマモの再生に係る知見は限られていたが、漁業

者や県水産試験場による多くの試行錯誤の結果、一時は 12ha までに減少した日生町地

先のアマモ場を、約 250ha まで回復させることに成功した。 

 

２．日生町漁業協同組合のアマモ場再生活動は全国の先駆けとなる取組であり、日生町は

「里海づくり」の聖地として注目を集めている。近年では、漁業者だけでなく、消費者

団体や次世代を担う生徒・学生たちもアマモ場再生活動に参加するなど、活動の輪は新

たな広がりを見せており、国内さらには世界各国においても模範事例として紹介されて

いる。 

 

３．平成 28 年６月には、活動の節目として「全国アマモサミット 2016 in 備前」を開催

し、地域、世代を超えてさらなる活動の発展を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元中学校との協働 

(右上は選別したアマモの種子) 

花枝(種子)の採取 
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